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財
務
的
基
盤
の
弱
い
企
業
が
新
規
事
業

を
計
画
す
る
場
合
や
、
今
は
業
況
が
良

く
な
く
て
も
将
来
性
の
見
込
め
る
企
業

な
ど
が
融
資
を
受
け
た
い
場
合
に
、
融

資
を
実
行
で
き
な
い
と
い
う
問
題
点
が

あ
る
。

将
来
性
を
見
据
え
た

融
資
が
困
難
に

　

わ
が
国
で
は
人
口
減
少
の
影
響
が

様
々
な
分
野
に
現
れ
て
お
り
、
多
く
の

既
存
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
市
場
が
縮
小

傾
向
に
あ
る
。
将
来
に
向
け
て
新
た
な

事
業
開
発
を
積
極
的
に
行
い
、
地
域
経

済
の
規
模
拡
大
に
努
め
な
け
れ
ば
、
現

在
順
調
な
事
業
で
あ
っ
て
も
、
い
ず
れ

は
市
場
縮
小
の
影
響
を
受
け
て
困
難
に

直
面
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

将
来
に
向
け
た
新
規
事
業
を
増
や
し

て
い
く
こ
と
が
地
域
経
済
の
重
要
な
課

題
と
な
る
中
、
リ
ス
ク
管
理
に
重
点
を

置
い
た
企
業
評
価
で
は
、
将
来
性
の
あ

る
事
業
に
対
す
る
金
融
仲
介
機
能
を
十

分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

本
来
、
こ
の
よ
う
な
資
産
の
健
全
性

を
重
視
す
る
金
融
行
政
は
、
不
良
債
権

問
題
の
収
束
と
と
も
に
転
換
さ
れ
る
べ

き
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
前
回
述
べ
た
よ

う
に
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
や
東
日

本
大
震
災
の
影
響
を
受
け
て
、
中
小
企

業
金
融
円
滑
化
法
や
緊
急
保
証
な
ど
手

厚
い
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
用
意
さ
れ

た
た
め
、
転
換
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
れ

た
。

　

地
域
金
融
機
関
の
業
況
を
確
認
し
て

み
る
と
、
２
０
０
９
年
に
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
が
起
き
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
地
域
金
融
機
関
の
貸
出
金
や
預
金

は
順
調
に
増
加
し
て
い
た
。
た
だ
し
、

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
に
は
貸
出
金

利
が
急
激
に
低
下
し
た
。
こ
の
た
め
、

預
金
や
貸
出
金
は
増
加
す
る
も
の
の
、

預
貸
金
利
鞘
は
低
下
し
て
収
益
が
悪
化

す
る
状
況
が
続
い
た
（
図
表
１
）。

　

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
に
、
公
的

金
融
や
緊
急
保
証
制
度
が
拡
充
さ
れ
た

こ
と
に
つ
い
て
は
前
回
述
べ
た
。
こ
れ

ら
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
銀
行

２
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

依
存
の
弊
害

は
自
ら
リ
ス
ク
を
負
わ
ず
に
、
取
引
先

企
業
に
融
資
の
仲
介
を
行
う
こ
と
も
可

能
に
な
っ
た
。

　

例
え
ば
、
銀
行
が
運
転
資
金
を
手
形

貸
付
で
融
資
し
て
い
る
場
合
、
決
済
日

に
企
業
は
利
息
だ
け
を
支
払
っ
て
、
同

額
の
手
形
貸
付
を
継
続
す
る
こ
と
が
通

常
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
公
的
金
融
（
長

期
証
書
貸
付
）
と
緊
急
保
証
に
よ
っ
て

借
換
え
に
誘
導
す
る
銀
行
が
少
な
か
ら

ず
存
在
し
た
。

中
小
企
業
の
資
金
繰
り
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
例
も

　

銀
行
は
リ
ス
ク
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー

を
縮
小
さ
せ
な
が
ら
、
自
行
の
資
産
を

「
健
全
化
」
し
た
も
の
の
、
取
引
先
企

業
で
は
手
形
貸
付
を
証
書
貸
付
に
変
更

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
元
本
返
済
が
生
じ

て
資
金
繰
り
に
支
障
を
き
た
す
場
合
も

多
か
っ
た
。

　

す
な
わ
ち
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保

証
が
本
来
の
想
定
範
囲
を
超
え
て
利
用

さ
れ
、
中
小
企
業
を
か
え
っ
て
苦
境
に

追
い
込
む
事
例
が
出
現
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
は
金
融
庁
も

把
握
し
て
お
り
、
従
来
の
金
融
行
政
を

転
換
す
る
必
要
性
を
強
く
認
識
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。

　

金
融
庁
は
平
成
26
年
事
務
年
度
（
２

０
１
４
年
９
月
発
表
）
の
金
融
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
基
本
方
針
で
、
従
来
の
金
融
行

政
を
大
き
く
方
向
転
換
す
る
こ
と
を
表

明
し
た
。
金
融
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
基
本
方

針
と
は
、
金
融
庁
が
金
融
機
関
に
対
し

て
立
入
り
検
査
を
行
う
際
に
指
針
と
し

て
き
た
も
の
で
あ
る
。
同
基
本
方
針
に

お
い
て
は
、
事
業
性
評
価
に
基
づ
く
融

資
の
取
組
み
が
求
め
ら
れ
る
も
の
と
さ

れ
た
。

　

事
業
性
評
価
と
は
、
会
社
の
成
長
性

や
安
定
性
、
経
営
者
の
資
質
な
ど
を
人

間
の
目
で
評
価
す
る
も
の
で
あ
り
、
定

性
的
な
評
価
が
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占

め
る
。
従
来
の
財
務
評
価
で
は
、
取
引

先
企
業
の
決
算
書
か
ら
リ
ス
ク
を
評
価

す
る
定
量
的
評
価
が
大
き
な
ウ
エ
イ
ト

を
占
め
て
い
た
が
、
評
価
の
中
心
を
定

量
的
評
価
か
ら
定
性
的
評
価
に
シ
フ
ト

さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

本
来
、
銀
行
の
融
資
判
断
で
は
、
ヒ

ト
（
経
営
者
の
資
質
）、
モ
ノ
（
商
品

３
事
業
性
評
価
融
資
の

導
入

２
回
で
は
、
日
本
の
金
融
危
機

か
ら
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
ま

で
の
金
融
行
政
の
変
遷
と
銀
行
再
編
に

つ
い
て
述
べ
た
。
最
終
回
は
、
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
の
金
融
行
政
の
変
化

と
地
域
金
融
機
関
の
課
題
に
つ
い
て
説

明
し
、
銀
行
再
編
に
つ
い
て
触
れ
る
。

　

金
融
庁
の
金
融
行
政
は
、
発
足
以

来
、
不
良
債
権
問
題
の
反
省
か
ら
金
融

機
関
の
資
産
の
健
全
性
を
重
視
す
る
も

の
だ
っ
た
。
銀
行
で
は
金
融
検
査
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
対
応
し
た
業
務
運
営
が
行
わ

れ
、
融
資
に
際
し
た
企
業
の
評
価
も
、

決
算
書
類
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
を
も
と

に
す
る
定
量
評
価
を
中
心
と
し
た
評
価

手
法
で
あ
っ
た
。

　

決
算
書
類
は
過
去
の
実
績
値
で
あ
る

た
め
、
融
資
の
判
断
は
企
業
の
将
来
性

で
は
な
く
、
過
去
の
実
績
値
か
ら
当
該

企
業
の
収
益
力
、
財
務
的
な
安
全
性
、

こ
れ
ま
で
の
成
長
性
、
債
務
の
返
済
能

力
に
つ
い
て
評
価
を
行
う
こ
と
に
な

る
。
こ
の
よ
う
な
定
量
評
価
は
、
リ
ス

ク
管
理
の
観
点
か
ら
優
れ
て
い
る
が
、

１
財
務
評
価
主
義

に
よ
る
問
題
点

前

最終回 金融行政の転換と銀行再編

広域の地銀グループ拡大
緩やかな提携・連携も

金融行政転換期のいま
金融再編の足取りを辿る！

日本総合研究所 上席主任研究員

藤田 哲雄

画企別特春新

▲（
上
）
千
葉
・
武
蔵
野
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の
ロ
ゴ
発
表
会
、

　
（
下
）
コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
Ｆ
Ｇ
の
会
見


